本時のテーマ：企業活動の基礎　　　　----資金調達----
	企業名
	

	メンバー
	

	　業務内容
	

	必要資金
	


注意（１）仕事内容によって必要資金の調達先が変わります。
　　　　　　（２）財産内容によって必要資金の調達先が変わります。
１資金の調達先
	
	長　　　所
	短　　　所

	銀　行
	
	

	証券市場　社債
	
	

	貸金業者
	
	

	証券市場　株
	
	

	ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｴﾝｼﾞｪﾙ
	
	


　　=======⇒　財産内容カードを受け取る　======
２資金の借り入れ
	　財産内容に応じて、借り入れが決まる場合があります。よく考えましょう。



　借り入れ後の貸借対照表を作成しましょう。
・金融機関は保証人や支払う利息が生じることを説明に入れさせる。

・社債の発行は支払うべき利息が生じることを説明に入れさせる。

・株の発行はその資金を返済しなくてよいが経営参加権が生じることを説明に入れさせる。

・ノンバンクは利息が生じることを説明に入れさせる。　　　　　　Ｂ／Ｓ
	資　　産
	　　　　　　負　　債

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	　　　　　　資　　本

	
	
	
	

	
	
	
	


　借り入れ前の状態と比べて変化したところはどこですか。
	　
　


　企業に必要な資金を分類しましょう
	　　運　転　資　金
	設　備　資　金

	
	


　資金調達方法評価　　
自分の企業の資金調達方法を評価し、適するものに○を付ける
　　Ａ　最適である　　Ｂ　もう少し他があるかも　　Ｃ　考え直すべき
　　評価の理由
	　　



　学習の感想
	


金融機関のメンバーに対する諸注意

1． ・金融機関は保証人や支払う利息が生じることを説明に入れさせる。

・社債の発行は支払うべき利息が生じることを説明に入れさせる。

・株の発行はその資金を返済しなくてよいが経営参加権が生じることを説明に入れさせる。

・ノンバンクは利息が生じることを説明に入れさせる。

